










Ⅰ.研究目的

川崎病の心臓障害に関する研究は,これまでに急性期のスカラー心電図変化,冠

状動脈造影による冠状動脈瘤の発生頻度などが確立した所見として報告されて

いる。しかし,まだ臨床的に検討を要する点も少なくない。そこで,今年度はス

カラー心電図の中で従来より検討されていない部分,不整脈の実態,ベクトル心

電図変化などを検討した。また,全例に血管心臓造影を行なうことは不可能で

あるため,急性期の臨床症状,検査所見などから冠状動脈後遺症の有無を推定す

ることはできないかと考えた。さらにまた,冠状動脈瘤の発生を防止する治療

法はないか,あるいはすでに冠状動脈瘤を残してしまっている患児の治療法は

ないのかなどである。これらの点も検討したので,ここにその結果を報告する。


